
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原因 令和 5年 

たばこ ２ 

電気機器 ２ 

電気装置 １ 

電灯・電話等の配線 １ 

配線器具 ３ 

取灰 １ 

火入れ ４ 

その他 ４ 

放火の疑い １ 

不明・調査中 １０ 

合計 ２９ 

 

 

 

 令和 4年 令和 5年 

設置 ３ ０ 

未設置 ７ １２ 

不明 ２ ０ 

合計 １２ １２ 
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令和５年中の火災件数は２９件、前年と比べて７件減少しています。火災原因

は、電気関係が多くなっています。普段から、使用している電気製品やコード、

コンセント、差込みプラグなどを点検しましょう。また、日頃使用していない器具

は、差込みプラグをコンセントから抜くよう心がけてください。 

火災原因別件数 

令和５年中に発生した住宅火災は１２件で、そのうち住宅用火災警報器を

設置している住宅は０件でした。家や命を守るために、住宅用火災警報器を

設置し、維持管理をしましょう！ 

住宅用火災警報器設置状況 

気をつけよう！ 

２ 

ストーブの周りに燃えやすい

ものを置かない 

４ 

コンセントはほこりを清掃、 

不必要なプラグは抜く 

３ 

こんろを使うときは火のそば 

を離れない 

住宅防火 いのちを守る１０のポイント 

１ 

安全装置の付いた機器を 

使用する 

４ 

消火器等を設置し、使い方

を確認しておく 

５ 

避難経路と避難方法を常に

確保し、備えておく 

６ 

地域ぐるみの防火対策を 

行う 

１ 

寝たばこをしない、させない 

３ 

寝具、衣類及びカーテンは 

防炎品を使用する 

２ 

住宅用火災警報器を定期的に 

点検・１０年を目安に交換する 


